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はじめに 

 

過去に使用されていた農薬等の中には、残留性・有害性が非常に高い物質が含まれる農

薬がある。国内では、DDT、エンドリンなど 7種類の残留性有機汚染物質（POPs）が農薬

の有効成分として使用されていたが、1970 年代に使用が禁止され、当時の政策としては最

善と考えられた「地中埋設処理」により一般環境から隔離された。 

しかしながら、その後、地球全体において POPs成分が移動していることが明らかになり、

POPs成分の地球上からの削減を目的とした POPs条約が平成 13年 5月 22日に採択された。

同条約の批准により我が国においても、POPs成分の削減/処理に関わる国内行動計画を定め

て安全に管理するとともに、POPs成分の無害化を進めることが求められている。 

本調査では、実処理を想定した無害化処理実験を実施することによって、POPs等農薬に

汚染された夾雑物（埋設農薬の掘削事業発生する汚水や埋設槽の破砕物など）の安全・確

実な無害化処理技術について検討した。また、全国各地で埋設されている POPs廃農薬等の

中には水銀剤も同時に埋設されたものがあることが報告されていることから、水銀を含む

POPs等農薬の無害化処理について文献等調査を実施した。さらに、埋設農薬の掘削から処

理に関わる作業員の曝露対策について国内外の文献を調査して知見を集積した。 

検討に当たっては、横浜国立大学共同研究推進センター 中杉修身客員教授を座長とした

学識経験者で構成する検討会のご議論・ご検討を踏まえて作業を進めた。 

調査を進めるに当たり、ご協力いただいた自治体・団体ならびに検討委員の方々に深く

感謝すると共に、ご指導を賜った農薬環境管理室の皆様に厚くお礼を申し上げる次第であ

る。 

最後に、本調査の成果が、POPs農薬等の適切な処理ならびに環境保全に資することを心

より祈念する。 
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